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 このニュースリリースは、「変革と創造」に取り組む千葉県の、重点施策の取組やイベントなどをお知らせする

ものです。詳しいことは、各記事末尾の｢問い合わせ先｣にご照会ください。 
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≪県政トピックス≫ 

★環境再生基金のＮＰＯ活動助成事業  １２団体に助成を決定 

県では、良好な自然環境の保全と再生を進め､「環境づくり日本一の千葉県」を 

目指しています。今年２月、「とりもどそう！ ふるさとの自然」をスローガンに、 

「ちば環境再生計画」を策定し、県民や企業､県などが総ぐるみで参加する「ちば 

環境再生基金」を、財団法人千葉県環境財団に設置しました。 

この基金による事業の柱の一つとして､県内でＮＰＯが行う自然環境の保全･再生 

などの活動を助成することとしています｡平成１５年の１月から１２月までの間の 

活動に対する第１回募集を１０月に行い､１５件の応募がありました。第１次審査を通過した１２団体の活動に対

して１２月１１日に公開で審査をした結果､「館山湾に生息するウミホタル等の保護活動」や「山武杉の雪害林地

の広葉樹植栽による森の再生」など１２団体の活動に助成することが決まりました｡なお､４月からの活動に対す

る第２回目の募集を１月６日から３１日まで行います。     

(問い合わせ先  千葉県環境政策課    TEL０４３－２２３－４１４４ FAX０４３－２２２－８０４４ 

財団法人千葉県環境財団 TEL０４３－２４６－２０７８ FAX０４３－２４６－６９６９) 

 

★全国初の「残土条例」をより良いものに  

千葉県は、有害物質に汚染された土砂の埋め立てや、土砂の崩落･流失などの災害の発生を防止するため､いわ

ゆる｢残土条例｣を都道府県レベルで初めて制定し､平成１０年１月から施行して安全の確保に努めています。しか

し、県内では現在も年間５００万立方メートル以上の土砂の埋め立てが行われており、残土問題を解決しようと

独自の対策を講じる市町村が増えるなどの動きもあることから、県はより効果的な条例の改正案を作成しました。 

改正案は､①市町村が独自に規制を強化する条例を定めた場合は県条例の適用を除外して、県は技術的な助言や

情報提供などの支援をする､②土地所有者などの責務を強化する、③事業期間を３年以内とするなど事業に対する

規制を強化する、といった内容を盛り込んでいます。改正案の骨子は県ホームページなどに公表して県民の意見

を聞きました。意見を参考に改正作業を更に進め､来年の２月定例県議会に改正条例を提案する予定です。 

(問い合わせ先 千葉県産業廃棄物課 TEL０４３－２２３－２６４１ FAX０４３－２２１－５７８９) 



 

★２１世紀をリードするビジネスマンを育てる 

県は千葉大学と連携して､これからの産業システムを支える人材を育てるため､意欲のあるビジネスマンなどを

対象とした｢幕張新都心ビジネス・セミナー｣を開催します。セミナーは｢２１世紀型産業の現状とその将来像｣や

｢英語によるプレゼンテーション能力開発｣など４テーマについて､１月末から２月末まで各５回､１８時３０分か

ら２０時３０分まで､幕張テクノガーデンで講義を行います。受講は無料で､１月２０日まで申し込みを受け付け

ています。 

 (問い合わせ先 千葉県総合計画課 TEL０４３－２２３－２２１１ FAX０４３－２２５－４４６７) 

 

 

≪行事のお知らせ≫ 

★千葉県は､間もなく本格的な花の季節 １月にはフラワーフェスティバルを開催 

温暖な千葉県は､真冬でも花がいっぱい。南房総では､本格的な花の時期を前に､すでにスイセンやキンセンカ､

ストックなどが花を開き始めています(南房総などの花については、改めてお知らせする予定です)。 

１月９日(木)から１３日(月・祝)まで、千葉三越(千葉市中央区)で｢千葉県フラワーフェスティバル｣が開催さ

れます。花の展示即売のほか､専門家による園芸相談､花の無料配布、県立君津青葉高校生徒による花の装飾展示

などがあります。入場無料です。 

(問い合わせ先 千葉県農林振興課 TEL０４３－２２３－２７７３ FAX０４３－２０１－２６２３) 

 

≪その他≫ 

★スーパーカミオカンデで使われた光検出器を展示 ｢現代産業科学館｣ 

県立博物館｢現代産業科学館｣(市川市)は、産業に応用された科学技術について楽しく知ることができる博物館

です。鉄鋼・石油・電力といった産業の発展の歴史やバイオテクノロジーのような先端技術に関する展示が行わ

れているほか､身近な科学現象を体験できる「創造の広場」では１００万ボルトの雷放電の実演なども行われてい

ます。映像ホールでは､｢パンダ・アドベンチャー｣などの、自然や科学技術に関する映画作品を、直径２３ｍのド

ームいっぱいに広がる迫力のある映像で楽しめます。 

 ニュートリノの研究に大きな役割を果たしている「スーパーカミオカンデ」で実際に使われていた光検出器「光

電子倍増管」も展示されています。 

入館無料です(映像ホールは有料)。 

(問い合わせ先  千葉県立現代産業科学館 TEL０４７－３７９－２０００ FAX０４７－３７９－２２２１) 

 

★「初日の出」のおすすめスポット 

もうすぐお正月。毎年初日の出を見に出かける方も多いことと思います。 

千葉県の東端にある銚子市は｢日本一早い初日の出のまち｣といわれ、犬吠埼は、富士山頂や小笠原諸島などを

別にすれば､北海道・本州・四国・九州の平地で一番早い日の出を見ることができる場所です。 

銚子市（「地球のまるく見える丘展望台」、｢銚子ポートタワー｣）をはじめ、横芝町､九十九里町､大網白里町、

一宮町､岬町、大原町の海岸や、東金市では、初日の出にちなんだイベントが行われます。 

このほかにも、千葉ポートタワー(千葉市)や、東京湾アクアラインの海ほたるパーキングエリア(木更津市)な

ど、初日の出のおすすめスポットがたくさんあります。 

(問い合わせ先 千葉県観光コンベンション課 TEL０４３－２２３－２４１４ FAX０４３－２２５－７３４５) 

 


